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今
．

三
線
歌
謡
の
始
祖

「
赤
犬
子
」
と
大

交
易
時
代
の
先
駆
者

「
泰
期
」
の
壮
大

な
ド
ラ
マ
が
、
感
動
を
誘
う

「
第

４４
回

読
谷
村
ま
つ
り
」
が

１０
月

２７
日
、
２８
日

匠
わ
た
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
、
ま
つ
り
の
主
会
場
と
な

っ
た
運

動
広
場
で
は
、
小

・
中
学
校
児
童
生
徒

匠
よ
る
集
団
演
技
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
プ

で
は
読
谷
高
校
ダ

ン
ヌ
部
、
文
化
協
会

に
よ
る
演
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

赤
犬
子
琉
球
古
典
音
楽
大
演
奏
会
で
は
、

赤
犬
手
大
主
前
を
迎
え
、
総
勢

３００
ｇ
余

に
よ
る
荘
厳
で
垂
腿
な
演
奏
が
行
わ
れ
、

各
字
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
が
訳
テ
ー
プ

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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２
日
目
は
、
保
育
園
児
の

演
国
に
始
ま
り
、
読
老
連

。

読
子
連
の
団
体
演
技
、
ヌ
テ

ー
プ

で
は

「
受
け
継
ご
う
、

読
谷

（
ふ
る
さ
こ
）
の
心
」

を

テ
ー
マ
に
村
内
の
子
ど
も

達
に
よ
る
琉
舞
、
棒
術
や
獅

子
舞
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

大
交
易
時
代
の
ロ
マ
ン
と

勇
姿
を
再
現
し
た
、
創
作

「
進

貢
船
」
で
は
、
大
陸

・
中
国

か
ら
新
し
い
文
化
や
文
物
を

滴
載
し
帰
還
し
た
泰
期
の
乗

っ
た
進
貢
船
が
、
た
い
ま

つ

の
美

に
よ

っ
て
導
か
れ
姿
を

現
す
と
、
出
演
者

。
大
観
衆

・

会
場
は

一
体
と
な
り
、
熱
気

と
パ
ワ
ー
が
最
高
潮
に
達
し
、

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
華
々

し
く
飾
り
ま
し
た
。
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今
年
は
村
制
１４０
周
年
の
節
目
の
年
を

迎
え
、
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
き

た
先
人
達
の
英
知
こ
努
力
に
感
謝
し
、

多
＜
の
村
民
と
共
に
４４０
周
年
を
祝
う
た

め
、
ま
つ
り
２
日
目
に

「
村
制
４‐０
周
年

記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記

念
式
典
で
は
、
村
制
こ
と
も
に
歩
ん
で

き
た
新
榊
歳
の
方
や
歴
代
村
長
を
迎
え
、

村
の
‐１０
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た

村
の
相
年
間
の
取
組
み
を
示
す
澪
来
ビ

ジ
ョ
ン

「
ゆ
た
さ
益
ら
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

歌
こ
踊
り
で
表
現
し
た

「
い
ち
ゅ
い
ゆ

ん
た
ん
ざ
」
が
披
露
さ
れ
、
記
念
式
典

底
華
を
添
え
ま
し
た
。

麹
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9月議会にあいて、 4年間副村長を務めた田島利夫

氏の任期満百 (11月 3日 )|こ伴い、仲宗根盛禾□氏を副

村長とする人事案件を可決しました。

就任式で仲宗根副村長は、「村民の皆様や役場職員

と共 |こ、村長 3其月目の政策を実チ見できるよう尽力して

いきたい」と決意を述べました。

仲宗根副村長の任期は11月 4日つら4年間です。

|、み

諄警

1爾島

!拳砕ユ
ー

ミ
iモ

伸宗根 盛和 氏
宇座出身

昭禾B29年生まれ

琉球大学農学部卒業

昭禾B53年読谷村役場採用

跡地利用推進課長

生活福祉部長などを歴任

平成26年定年退職

田島利夫氏が副村長を退任

平成26年から冨」

村長を務めた田島

禾」夫氏が4年間の

任期を終え、退任

しました。

4年間ありがと

うございました。
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ゲートボールを通じて健康増進と親陸を

図り、歳末たすけあいの資金を造成するこ

とを目的 |こ 11月 6日、第24回歳末たすけあい

ゲートボールが開催されました。

参カロ者は、爽やかな秋晴れの中、ゲート

ボールを楽しみました。

11月 10日、村立3保育所と認可保育園4園に

よる第22回読谷村保育まつりが文化センター

にて開催されました。

遊びコーナーや、体験コーナー、Q育コー

ナーなど、親子で楽しめる多くの催しが行わ

れ、会場は多<の親子連れで賑わいました。

こと ,1辞

守

」

I.11:い
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一
読
谷
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

一
１００
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

一喜
名
福
寿
会
　
　
　
　
　
　
　
一

一ち
ゃ
―
が
ん
じ
ゅ
う
地
域
優
秀
賞
一

一士
華
妻
羮
二
萎
華
華
茶
岸
襲
妻
姦
叢
碧
峯
事
季
一Ｉ
楽
輩
萎
秦
希
「≒
一

一
中

頭
陸
上
競
技
大
会

Ｆ
Ｍ
よ
み
た
ん

第
１１
回
タ
イ
ム
ス
地
域
貢
献
賞

一
３
月
８
日
は
「残
波
の
日
」
　

一

日
本
記
念
日
協
会
が
認
定
　
　
一

一
一〓
ｉ
手
〓
■
■
羊
芋
壬
手
キ
一

日
本
記
念
日
協
会
が
３
月
８
日
を

「ザ

ン
パ

（残
波
）
の
日
」
匠
認
定
し
た
こ

と
を
受
け
、
「
月
５
日
、
比
嘉
酒
造
の

比
嘉
兼
作
代
表
取
締
役
が
石
嶺
村
長
の

も
と
を
表
敬
訪
間
し
ま
し
た
。

泡
盛

「残
波
」
を
製
造
す
る
比
嘉
酒

造
が
創
業

７。
周
年
の
節
目
に
申
請
し
、

正
式
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

比
嘉
代
表
は

「
３
月
８
日
に
春
の
息

吹
こ
と
も
に
残
波
を
飲
み
交
わ
し
な
が

ら
新
た
な
気
持
ち
で
春
を
迎
え
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ザ
ン
パ
の
日
Ｅ
は
、
限
定
泡
盛
販
売
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
い
、

泡
盛

「残
波
」
と
よ
り
多
＜
の
人
匠
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
日
に
し
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
実
施

す
る

「
１００
万
人
会
員
増
強
運
動
」
に

あ
い
て
、
読
谷
村
老
人
フ
ラ
ブ
連
合

会
が

「特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
会
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ゴ
ル
フ
・

ボ
ウ
リ
ン
グ
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヌ
ポ

ー
ツ
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し

た
仲
間
づ
＜
り
に
よ
る
ク
ラ
ブ
活
動

の
活
性
化
を
図
り
、
若
手
会
員
の
加

入
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

菖
山
員
市
会
長
は

「
こ
の
よ
う
な

大
き
な
賞
を
頂
き
嬉
し
＜
思
い
ま
す
。

今
後
も
高
い
加
入
率
を
維
持
し
て
い

き
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま

し
た
。

護警鞭

１０
月

仔
日
、
沖
縄
県
が
実
施
す
る

「
ち
や
―
が
ん
じ
ゅ
う
地
功
大
賞
」
に

あ
い
て
、
ゆ
い
ま
―
る
共
生
事
業

「喜

名
福
寿
会
」
が

「
ち
ゃ
―
が
ん
じ
ゅ

う
地
域
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

喜
筈
福
寿
会
は

３。
年
以
上
継
続
的

匠
活
動
を
行
な
っ
て
あ
り
、
青
年
会

や
婦
人
会
等
の
地
域
こ
の
交
流
も
深
＜
、

コ
重
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
さ
を
活
か
し

た
自
治
会
全
体
で
の
活
動
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

個
月

３０
日
、
宇
根
良
雄
会
長
を
は

じ
め
喜
名
福
寿
会
の
会
員
が
石
嶺
村

長
の
も
と
を
表
敬
訪
間
し
、
受
賞
の

喜
び
を
伝
え
る
こ
と
も
に
、
買
フ
後
も

活
動
を
継
続
し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

・
地
元
開
催
で
３７
違
覇
達
成

〓
■

華

■
妻

圭

華

ｆ

ｆ
■

キ

■
Ｉ

■

一一工

主
■

一詳

一圭

羊

千

一
　

一一

１０
月
２５
日
、
読
谷
村
体
育
協
会
の
役

員
が
第
４６
固
中
頭
郡
陸
上
競
技
大
会
の

結
果
報
告
の
た
め
、
石
嶺
村
長
の
も
と

を
表
敬
訪
間
し
ま
し
た
。

一娯
含
担
俗
懃
は
、
男
子
・
女
子
・
壮
年
，

総
合
の
全
て
の
部
で
優
勝
し
、
４
年
連

続
の
完
全
優
勝
、
大
会

３７
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。

天
久
武
俊
会
長
は

「連
覇
を
達
成
し
、

地
元
開
催
に
華
を
添
え
る
こ
と
が
で
き

嬉
し
＜
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

融

生

地
域
に
幅
広
＜
貢
献
し
て
い
る
県
内

の
個
人
や
団
体
等
を
沖
縄
タ
イ
ム
ヌ
社

が
表
彰
す
る

「
第

相
固
タ
イ
ム
ス
地

功
貢
献
賞
」
の
贈
呈
式
が

個
月

２。
日

に
行
わ
れ
、
本
村
か
ら
Ｆ
Ｍ
よ
み
た
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

Ｆ
Ｍ
よ
み
た
ん
は
、
行
政
情
報
を
は

じ
め
、
村
内
各
地
頭
の
活
動
の
紹
介
、

観
光

・
イ
ベ
ツ
ト
情
報
の
生
中
継
、
受

害
放
送
な
ど
幅
広
い
話
題
と
情
報
を
村

民
の
み
な
ら
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

で
国
内
外
へ
情
報
配
信
し
て
い
ま
す
。

同
局
の
仲
宗
根
朝
治
社
長
は

「
開
局

１０
周
年
と
な
る
年
に
大
き
な
賞
を
頂
け

て
嬉
し
＜
思
い
ま
す
。
こ
の
受
賞
を
励

み
に
今
後
も
地
域
の
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
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の体猥隠ついて
年末・年始のごみ収集、火葬場業務等については下記のとおり

実施しますので、ご協力お願い致します。

体業日:1月 1日 (火 )

①回収ラ約申込について

連絡先 :(有)読谷環境 a958-3103
休業国 :12月 29日 (■)～ 1月 3日 (木 )
※年末年始は混み合いますので早めのラ約を 1

②直接搬入申請について

直接搬入を行うには、役場窓□発行の許可証が

閉要になります。直接搬入をラ定している方は、

12月 28日 (金)までに生活環境課窓□にて
申請してください。

搬入場所 :環境美イヒセンター

a982T8221
休業国 :1月 1コ (火)

12月 30日 (日 )～ 1月 3日 (木)の
間は、しスの汲み取

掃依頼はお早めに !

り 行しませは ん。清

搬入場所 :革木資源化施設

(ホテル日航アリピラ近く)

体業国 :1月 1日 (末 )

!:J「■ | ‐| ■ I―

休業国判 2月 29日 (土)～ 1月 3日 (木 )

「キ|■・ |1予 |「 ⅢⅢ I■|

体業国 :1月 1日 (火 )

0年末年始のごみ収魚簿カレンダー ■■■■ 業矛ヵ
女日

お問い合せ :読谷村役場 1階 生活環境課 奮982-9214

12月 1月

日付

(8程日)

27日
(本 )

28日
(金 )

29日
(■ )

30日
(日 )

31日
(月 )

1日

(火 )

2日

(水 )

3日

(木 )

4日

(金 )

ごみ収集

ラ 約
申 請
搬 入

粗
大
ご
み

革木搬入

ー ー ー ー ー ー … …
動物死骸回収業矛ヵ

父

火葬場
ー ー ー ー ー

一 … ー
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ノ中べ》鞠 覧そ夢みる
村民基盆収益
1団体に交付決定 !

10月 に行われた第2回ノーベル平和賞を夢みる村民基

金運営委員会における審議の結果、1件の申請事業が決定

され、11月 16日、村長から助成決定通知の交付を受け

ました。

この事業は「自ら者え自ら行う地域づくり」をめざし、

村民のユニークなアイディア、発想に着眼し、村民の自主

的な事業の計画・立案に文」して助成を行つています。

次国の運営委員会の開催は来年6月を予定しています。

◆回の助成決定事業

お問い合わせ :読谷村役場 3階 企画政策課 a982-9205

賃貸借契約、土地・建物の売買、請負工事の トラブルなど、住まいに関する問題でお困りのこと

はありませんか?常駐の相談員による住まいに関する一般的な相談・情報提供も無料で行つていま
すので、お気軽にご相談ください。

お間い合わせ :住まいの総合相談窓□ (沖縄県住宅供給ノム｀社内)奮917-2433
(相談時間 :平日と第 3土日の 9:OO～ 17iOO ※12:OO～ 13:OOは除く)

|

:≒

団体名 事業内容 助成額

沖空会読谷道場 伝統空手道の保存振興事業 303,480円

国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合、保険刹の納付が「免除」萩たは「猶予」される制度が

あります。この制度を利用することで、将来の年金受給権の確保だけではなく、万―の事故などにより

障害を負ったときの障害基礎年金の受給賓格を確保することができます。

申請は、役場の国民年金担当窓回、またはコザ年金事務所でも手続することができます。

お間い合わせ :読谷村役場 11皆 住民年金課 奮982-9207
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読谷第二給食調理場 (教育費)

繰入金

6.0%

繰越金

2.6%

4.1%

韓

歳 入
168億円
(一般会計)

<第 1位 国n県支出金>50億 8,563万円
・沖縄振興特別推進交付金 9億9,075円

・児童手当国庫負担金 6億4,219万円
・障害者自立支援国庫負担金 5億5,481万円

・沖縄振興公共投資交付金 2億 2,880万円

<第2位 村税>39億 9,214万円
・固定資産税 21億2,276万円
・村民税 15億 4,477万円
・たばこ税 1億8,038万円
,軽自動車税 1億4,422円

<第 3位 地方交付税>26億 1,013万円
住民が各々の地域の財政状況に関わらず、一定の行政サービ

スを受けることができるよう配分される財源です。財政力指数が1

未満の団体に交付され、1以上だと交付されません。ちなみに読

谷村の財政力指数は0.58となつています。(平成29年度)

村税は、前の年より約 1億4千万円

増えているよ。村税を確保することは

行政サィビスを行ううえですごく大切

なことなんだ。村税や国・県支出金を

使つて、医療費の動成を行ったり、施

設や道路の整備をしてるんだ。

よみとん家のおサイフの健康診断をしてみよう !

霊 で儀与議答村01筆関の収入(議入たま 1盛く薄義 )をみてみ―よう :
この1年種逮どれく:勇Ч薄い赫瑳汚て、繹転懐つたかがわかる.よ。

財政力指数
行政サービスをするための

お金を自分でまかなえる力

赤字な

将来負担比率
将来に負担が見込まれる

負債 (借金)の割合

0.58%

実質公債費比率
借金返済額の割合

税徴収率
村民税・固定資産税など

95.60/。

82,00/o

経常収支比率
安定して収入される財源(村税など)のうち、

必然的に支出される経費(人件費、扶助費など)

にどれだけあてられているかをしめす割合

赤字なし
実質赤字比率
一般会計を中心とした赤字の割合

赤字なし

連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、企業会計

の全ての会計の赤字の割合

‐●‐ 市町村平均

一
読谷村

96,70/o

85

30/o

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

〆デ
''

,

,

P

,

′

3.0%



く第1位 民生費>61億 3,224万円
・認可保育園運営負担金 9億8,669万円

・児童手当 9億2,798万円

<第 2位 教育費>35億 2,014万円
・第二給食調理場新増改築工事費 6億410万円
・歴史民俗資料館建設工事費 5億7,916万円

<第 3位 総務費>24億 8,025万円

t

φ
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農林水産業
1.81t

il:'III

,Iξ :||:F‐

5.8%

歳 出

164億円
(一般会計)

ユンタンザミュージアム(教育費)
r

きタャ

C
k♪

1 2

衛生

6.3%

総轟費

孝尋.7,6

教育費

21.5%

教育費では、世界遺産座喜味城跡ユンタンザミュージアムがオープンしたよ。文化の振興、地域

活性化・観光振興の核となる施設なんだ。また、読谷第二給食調理場が完成して、みんなにおいし

い給食を届けているよ。土木費では、村民センター地区にパークゴルフ場の整備工事を進めていて、

来年のオープンを目指しているところなんだ。ほかにも、みんなが使う道路の整備やスポーツキャ

ンプの受け入れなども利便性の向上や村民生活の充実に繋げるための取り組みを行っているよ !

雲

■4とを家|の1収入簿 よみとん家の支出簿

69万 5千円

ス

地

支出合計   327万 3千円

⑥借金の返済(公債費)

⑥貯金(積立金)

72万 5千円
③親からの仕送り 103万 5千円

①食費(人件費)

66万 3千円

③病院代(扶助費) 69万 4千円

22万 4千円

13万 0千円

④軍用地料(財産収入) 13万 9千円

②子どもの学費・仕送り
(補助費、繰出金)

⑭車の購入(維持補修責、
普通建設事業、災害復:日費)

①給料 (村税、使用料・手数料等)95 万 1 千円

収入合計   337 万 1 千円
⑦去年余つたお金 (繰越金)   8 万 8 千円

⑥銀行からの借り入れ(村債)  23 万 1 千円

⑤貯金の取り崩し(繰入金)   20 万 2  円

45万 1 千円

②電気・水道料金(物件費)  41 万 6 千円

よみとん家の収入は、親からの仕送りが一番大きくて、次いで給料やボーナスで家計

をまかなつているトン.支出では、子どもの学費や車の購入、病院代で全体の6割を占
めているトン。また、食費や電気・水道料金など、どれも生活に必要なお金につかつて

いるんだトン !
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休尊ll十 1↓蜘テ合ザキ主

「やゴゴ走tち (つ 1職J〕鬼i`渉 (|,(1已倉寓珈施!吼の1些れ飾務:や
イ
すt,ヽ I推 |ッた…Ⅲ

横田自治会では、宝くじの社会貢南大広報事業として、宝くじ受託事業収入を財源として実施してしヽる

コミュニティ助成事業を済用し、
ノ△ヽ民館の備吊整備を行しヽましたn

横田自治会は、ミニデイサービスや健康教窒、わんぱく広場等、活発に渚動を行つており、◆回、宝

くしの助成金を受け備品整備を行うことで各不重行事や自治会活動の酒性化が図られることとなります。

◆後の横田自治会のさらなる発展に期待します !

言

;

、 ‐
:

―

・ れ 慕 ■ri
blヨ■田子S

江ごと営

4町村 (読谷・嘉手納・北谷・北中城 )

保育士合同就職説明会
参加無料・予約不要・服装自由,入退場自由となっております。託児所も設置しております。(※要予約)

保育士を目指している方、興味がある方、どなたでもお気軽にご参加ください。

日 時 |イ 月 十■ 日(土 ) 138寺～168き

場 所 :嘉手納町中央公民館 (□―タリープラザ内 21ル白し)

対i象者 :①保育土の姿本各があり、保育園へ就職を希望されるん

②平成31年 3月に保育土養成校を卒業されるラ定の方

③保育土を目指している方

お問い合わせ :読谷村役場 1階 こども未来課 a982-9240

参 加 施 設

愛育保育園 絆保育園 ひだまり認定子ども園

つぼみつ子保育園 フアミリー保育園 中央保育園

リトルマザーグース保育園 うみそら保育同 子どもの森 (認可化移行施設)

第三まきら保育園 Kadena のぐさ保育園 南古堅保育園

たけのこ保育園 わかたけ保育園 わかたけ北保育園 (l反)

たんぽぽ乳児園 (l反 ) すてら保育園 百登保育園

つなぐ保育園 もりのなかま保育園 喜舎場園
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清掃スタッフ講習
室内清掃における基本的な知識、技能を取得して

シルバー人材センターで働いてみませんか

日  時 :平成 31年 1月 16日 (フ」く)～ 1月 23日 (7よ )

計 6日間 (上国祝日を除く)

所 :読谷村シルノヾ一人材センター

13時～16時

者

料
　
ф員

象

講

場

対

受

定

ンルプヾ一人材センターでの就業を希望する読谷村内にお住ましヽの 60歳以上の方
無 料

10名
お問い合わせ :読谷村シルバー人材センター

(公社)沖縄県シルバー人材センター連合

奮957-3390
a871-0330

ｎ

ｌｌ

ｖ

時

所

付

式△
ム

日

場

受

開

:平成 31年 1月 27日 (日 ) ※少雨決行
:読谷村残波岬′ム`園内 (集合・開会式・閉会式)

:8時 OO鉛～8時 50分
:9日き

トリムマラソン(2.5kmコースor5kmコ ース}

9時 30分スタート
※制限時間は 50分とし、それを超えた場合は、記録なし。
各コースの申告タイムに近い上位 3名を表彰 (1位はメダルあり)

参加申込 :当日会場本部にて受付

駅伝大会 (2k田 ×5区 合計 1 0 km)
10時 30分スター ト
Aクラス (5～6年)Bクラス (3年～4年)男女別に編成
両クラスとも上位 3チームを表彰 (1位はメダルあり)

参加申込 :平成 31年 1月 9日 (水)17時までに生涯学習課窓□まで申込用紙を提出

お間い合わせ :読谷村教育委員会 生涯学習課 奮982-9231
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健康づくり講演会のご案内 λ場無構

申込不要

田 時 :平成31年 1月 14日 (月) 10時 30分～12時

場 所 :読谷村地域振興センター2階 大会議室

言着 演 :件初トー例レウコレネスプロ
建 :ト
オキナワ
伊是名 カエ 氏代表理事 管理栄養士・健康運動推

『子どもたちの すこやかな成長と栄養のおはなじ』

台風の影響のため中止となつた「よみたんけんこうまつり」の一部事業を実施いたします。

～子ど十】たちのすこやかな体といドの成長に貨かせないこと…◆、あらためて食べる事の大切さを再寿見 !!～

t4

i 寺

測定コーナー (13時～15時)
◆骨密度測定  ◆脈波測定
◆血圧測定   ◆体組成演」定

無料でご参加いただけます。日ごろの健康
づくりにお役立てください♪

あ間い合わせ ,読谷村役場 1階 健康推進課
奮 982-9211

健康づくリポイント対象事業です !
◆対象者 :読谷村にお住まいの20歳以上のアj

◆ポイントカードは請演会会場、健診会場、健康推進課窓口でお渡しします。
◆ポイントの貯め方
①健診を受ける (職場健診や人間ドックも対象)②がん検診を2つ以上受ける
③健康相談を受ける ④健康づくり事業に参加する (◆回の講演会が対象です)
◆上記のうち3ポイント貯めて景品と交換いたします。
景品 :「ゆんた市場・読谷漁協1,∞O円 /刀`の商品券」または「健康増進センター
5回分の利用券」

11月 と 12月 は納付推進月間です

ようよい県民生活を支えていくために、税金は納付期限内に納めましょう

0沖縄県・環内41市町奪il

読谷村では 11月 と 12月を村税納付推進月間として設

定し、納税の協力を呼かけています。また、沖縄県の県税

市町村税滞納整理強化月間の取り組みの一環として、県内

41市町村で一斉に滞納処分を強化します。

村税は住みよい読谷村を作るための貴重な財源です。納

期限までに納めた方との
ノム`平を保つため、滞納が続く場合

には財産の差押えをおこないます。督促味を放置したり、

催l足を無視したりしていても問題の解決にはなりません。

納期限内に納税できない理由のある方は、お早めにご相談

ください。

また、12月は固定資産税第 3期分の納期となつていま

す。4月にお届けした納税通矢□書に同封の納付書から、3

期分の納付書をご確認の上、12月 25日までに役場、金

融機関、又はコンビニエンスストアで納付してくださいま

すようお願いします。

固定資産税3期分の□座振替の振替日は封2月 25日で

す。前日までに残高の確認をよろしくお願いします。

お問い合わせ 読谷村役場 税務課 a982-9206

県税・市町村税
鐵罐罐罐鶏麹

轟轟♂

2018.11.刊 >12.28

株
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熱は、体の免疫がウイルス達と戟つている正常な反応です。でも、Bヽさいお子さんがいる家庭は心配ですよね?

あわてないでください、赤ちゃんの発熱時は3つのポイントをおさえることが大切です。

□ぐつたりしている □飲みが悪い □おしつこが少ない 口何度も吐く □きげんが悪い

お
|ち

=i遠
i

ポイント1,全身状態をチェック :

ポイント2.症状や月齢で違う、病院受診のタイミング

|

|

|

生後 0～ 2か月

生後 3か月以降

注意 !元気で飲みがよくても早めに !

症状が 1つ以上当てはまる

早めにかかりつけ医ヘ

または救急受診

発
熱

0赤ちゃんは、脱水になりやすいので、こまめに水分補給をしてあげましょう。

●氷枕、氷のうなどで体を冷やしてあげましょう。 駆ヽ ◇ 翰

症状が 1つもあてはまらないなら応急処置をしな

聴■ヽ 自宅で様子を見ましよう。

ポイント3i熱が出たときの応急処置

解熱剤の使用は、日ごろがらつかりつ |サ医とよ<相談して

あ<とよいでしよう。

それでも、判断に迷ったときは、下記番号へ。小児科医や

看護師から症状 |こ応じた適切な対応の仕方や受診する病院等

のアドバイスが受|すられます。(全国同一の短縮ダイキ'ルです)

′
Jヽ児救急電言舌本日談事業  金TEL: ♯8000

一
・
■ヽ一工
・ 3歳児健診 12月 12日 (水)

1歳 6か月健診 司2月 13日 (本 )

2歳児健診 12月 14日 (金)

乳児健診 12月 15日 (上)

お間い合わせ先

読谷村役場 1階 健康推進課 a982-9211

)
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≪ヽ 子どものためのろうど遠童会 ,・,ガ

クリスマ乳 すてきな楽しいおはなしとかんたんな工作ア〕1あります。
今年、最後の図書館イベント1

。日 Bき :12月 16日 (日 )10時 30分～
・場 所 :読谷村立図書館 2階 集会室
★参加無川、事前の申込みは跡要ありません。

※工作は子ども限定 50名 (申込賜要) |
(定員に達し次第、受付終了となります。)|

″

新春 本の福袋
新年に図書館職員などがお薦
めする図書を福本として借り
ることが出来るよ。どんな本
が入つているかは袋をあけて
か

盈雹:楽

しみ～

聰
亀Eい岱

平成31年 1月 4日 (金)穴声
!※福本は一人 1冊限り。本がすべ
て貸出されると終了となります。

(福本限定 30冊)

ヽ

´ ヽ年末企画 大抽選会

12月 1日 (土)～司6日 (

縛 裂 1鴇 君 器 鶴

(当選番号は館内に掲示、また とこ
WEB(OPAC)にてお知らせします。
引換期間 :12月 19日 (水)～

平成 31年 1月末まで

ン

期間中、
と拍選券
者には雑
します。
応募期間

館 で図書
がもら え

レを
し)

第 9回 ☆ムの為の夜の朗議会 20,3・ 開催し拳した f

◆回は「詩い継ぐ日本の四季～詩と童
謡でおりなすひととき～」をテーマに
開催しました。参加者からは「詩と童
謡を交えての演出が新鮮な感動をお
ぼえた」などの声があり、朗読会を満
喫した様子でした。また重謡が流れる
と、参加者が自然と□すさみ、会場い
つぱい歌声が響き、素敵な夜のひとと
きを過ごしました。

患●

と ,I

ａ
Ｔ
了
‥
ヽ

す
　
．

ミ
〕
・・　
・―

，

工作惨子ども限定

げ 図 より スレドl域書検索ア
hHo/

―

t

<ア β局定 1摂毯衛事 ≫
■プックスタートおはなし会
【O歳～乳幼児向け】
集会窒にて  *第 刊 。3日曜日
☆ 12月 2日 (日 )
10時 30分～
*16(日 )は 1階おはなしの部屋で行い
ます。
■ビデオ上映会

芦琵断5霞計〒F日寺だ昇専呼
★「ミッキーマウスのたんじょうび」
■おはな し会
おはなしの部屋にて
【堀重向け】   *第 2・ 4日 B護日
☆ 12月 9日 (日 )
刊4時～
*23日 (日 )は祝日のためお体みですJ
■おりがみ教窒
集会室にて *第 2・ 4土 B醒日
☆ 12月 8日 、22日 (日 )
10時 30分～
講師 :山内 源徳氏
★おりがみを持ってご参加下さい。

聾運愚堵～
平成 31年 1月 3日 (木 )

※平成 31年 1月 4日 (金 )
から開館いたします。

※ 12月 27日 (木)は
資料整理日のため休館
いたします。 羞

しく入つた本を紹介した「新着本リストJを図書館 。各公民館・村内スープ{―・コンピニ等で百B布しております

醤 ◇尋 鬱 纂墾∈ に
読谷村立学校給食調理場
金982-8081

鵜麹 ～ 吉堅給食調理場の取り組み紹介 ～

古堅給食調理場では、給食のメニユーに毎月 1回、絵本の中の料理を取り入れています。 10月は
絵本、「やきざかなののろい」より「サンマの塩焼き」に生のンークヮーサーを添えて提供しました。

今回初の試みとして10月 23日 (火 )、 古堅南小学校の給食時間|こ調理員の上運天みごりさんがあじ

ゃま して、校内放送で読み聞かせを行ないました。読み聞かせの後 |こ、 1年生の教室をのぞ<と、あ
皿には骨だ|すがきれい|こ残っている様子が多<見られ、こても驚きました。先生 |こよると、のろい|こ
かけられないよう|こ頑張つて食べていたそうです (笑)。

給食時間は、食べることはもちろんのこと、食べ方なども学dことができる時間ということを再確
認できました。今回の読み聞かせ|こより、絵本に興味を持ち、食 |こ関心を持って<れると嬉しいです。

を

一一！案

写真左

写真右

読み間かせの様子

1年生がやきざかなを食べた後

給食時間におじゃましました I

の3u ⅢⅢl

韓

「やきざかなののろい」
やきざかなが嫌いだから
といって食べたふりをし
たりしていたら、「きら
わないで<れ～」とじこ
までもやきざかながつい
てくるかもしれませんよ。

給
食
貴
は
期
限
内
に

納
め
ま
し
よ
う
。
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４
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松田 盛康とん(六湾 ) 知花 員幸とん(HttF) 津繊 VfLとん(長涙 )
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◆
司
法
書
主
Ｅ
よ
る
無
料
法
律
相
談

（毎
周
第
１

・
２
水
躍
日
）

相

談

日
”①

杷
月

１２
日
（水
）

②

ｌ
月
９
日
（水
）

時
　
　
間

一
愕
時
～

１６
時

場
　
　
所

一役
場
３
階

受
付
方
法

巣
輻
話
予
約
ま
た
は
直
接
役
場

窓
□
で
の
予
約

相

談

枠
い先
者
６
組

相

談

日

毎̈
週
水
躍
日

時
一　
　

Ｐ̈

ｌＯ
時
～

１６
時

（
杷
時
～

１３
時
除
＜
）

楊
　́
　
所

中読
谷
村
役
場
１
階
福
祉
課

前
相
談
室
Ｂ

受
付
方
法

一相
談
場
所
に
て
当
日
受
付

＜
ら
し

。
仕
事
な
ん
で
も
相
談
会
の
あ

知
ら
せ

と
な
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で

に
□
座
残
高
の
ご
確
認
を
よ
ろ
し
＜
あ

願
い
し
ま
す
。

平
成

３０

年
度
固
定
資
産
税
第
３
期

納
期
限
　
杷
月

２５
日

（文
）

せ
ん
。
希
望
す
る
方
は
１
月
中
に
出
勁

中
学
へ
申
し
出
て
志
願
書

依
頼
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

コ
ザ
高
校
定
時
制
学
籍
係
ま
で
あ
間
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

代
表
ａ
９
８
２
１
９
２
０
０

無
料
法
律
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
活
環
境
課
　
な
９
８
２
１
９
２
１
４

無
料
法
律
相
談
で
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
弁
護
主
や
司
法
書
士
か

ら
相
談
内
容

（
一
般
法
律
相
説
、
多
重

債
務
相
談
、
登
記

・
相
続
関
係
相
談
な

ど
）
に
対
し
て
の
対
処
方
法
や
法
的
手

続
き
な
ど
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ヌ
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
相
談

・亜
谷
に
関
す
る
秘
密
は
固
＜
守
ら
れ
茨
す
。

◆
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

（毎
月
第
３
水
躍
日
）

相
諜
日
時

中１２
月
１９
□
（水
）

愕
時
３０
分
～
循
時

Ｐ
判　
　
所
一役
場
３
階

〕
付
方
法

晶
鴫
話
予
約
叉
は
直
接
役
場

窓
□
で
の
予
約

相

讃

＝

中先
者

１０
組

行
政
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
活
環
境
課

盆
９
８
２
１
９
２
１
４

「
行
政
相
談
制
度
」
は
、
国
の
役
所

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
等
を
あ

受
け
し
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
役
立

て
る
も
の
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
総

務
大
臣
Ｅ
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

が
相
談
を
あ
受
け
し
、
秘
密
は
固
＜
背

ら
れ
ま
す
。

相
談
同
時

一‐２
月

１９
日

（水
）

襴
時
～

１６
時

場
　
　
所

中渡
異
知
公
民
館

（行
政
相

談
は
各
公
民
館
を
巡
回
し
、
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
）

一堂
付
方
法

】相
談
場
所
に
て
当
日
受
付

相

談

員

一行
政
相
談
委
員

（村
出
身
）

消
費
生
活
相
談
の
あ
知
ら
せ

商
工
観
光
課

金
９
８
２
１
９
２
１
６

架
空
請
求
、
マ
ル
チ
商
法
、
訪
問
販

売
な
ど
消
費
者
問
題
は
非
常
Ｅ
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
あ
つ
し

い
な
と
感
じ
た
場
合
は
、
あ
気
軽
匠
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
課

　
　
督
９
８
２
１
９
２
０
９

就
職

。
生
活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
会
の
あ
知

ら
せ
で
す
。
働
き
た
＜
て
も
働
け
な
い
、

住
ぬ
と
こ
ろ
が
無
い
な
ど
、
困
り
ご
と

を
ご
相
談
＜
だ
さ
い
。　
一
緒
に
老
え
、

解
決
へ
の
あ
手
伝
い
を
し
ま
す
。
（毎

月
第
１

・
３
火
躍
日
）

相
談
□

一①

柁
月
１８
日

（文
）

②

ｌ
月

朽
日

（火
）

陪
〕

間

一
１０
時
～

脩
時

保
　́
所

一役
揚
１
階
福
祉
課
前
相
談
室
Ｂ

〕
付
方
法

語
］
話
予
約
又
は
直
接
役
場

福
祉
課
窓
□
（、
あ
越
し
く
だ
さ
い
。

２
月
は
、
平
成
３０
年
度
固
定
資
産
税
第

３
期
分
の
納
期
で
す
。

税
務
課
　
　
金
９
８
２
１
９
２
０
６

４
月
に
納
税
通
知
書
と
合
わ
せ
て
あ

届
け
し
た
納
付
書
の
中
か
ら
第
３
期
分

の
納
付
書
を
ご
確
認
の
上
、
１２
月

２５

日

（文
）
ま
ご
に
役
場
、
金
融
機
関
、

叉
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ツ
ヌ
ス
ト
ア
で
納
付

し
て
て
デ
一さ
い
ま
す
よ
う
あ
願
い
し
茨
す
。

敲
た
、
□
座
振
替
を
ご
利
用
の
皆
さ

茨
は
、
振
替
日
が

抱
月

２５
日

（来
）

国

・
県
等
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
事
故
の
校
害
に
遭
わ
れ
た
方
ヘ

介
護
料
支
給
の
ご
案
内

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

沖
縄
支
所
　
　
奮
９
１
６
１
４
８
６
０

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構

（ナ
ヌ
バ
）
で
は
、
自
動
車
事
故
が

原
因
で
、
脳
、
脊
髄
又
は
胸
腹
部
臓
器

を
擾
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
持

つ

た
め
、
日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て
、
常

時
又
は
随
時
介
護
が
必
要
と
な

っ
た
方

に
対
し
て
、
介
護
料
を
支
給
し
て
い
茨
サ
。

詳
細
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
プ
で

「
ナ
ス

バ
　
支
え
る
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
３‐
年
度
沖
縄
県
立
∃
ザ
高
等
学
校

定
時
制
特
別
募
集
の
あ
知
ら
せ

県
立
コ
ザ
高
等
単
校
ａ
９
３
７
１
３
５
６
３

コ
ザ
高
校
の
定
時
制
に
は
、
特
別
募

集
制
度
が
あ
り
ま
す
。
特
別
募
集
に
出

願
で
き
る
の
は
勤
労
者
等

で
消

２０
歳

以
上
の
方
で
す
。
学
力
検
査
は
行
い
ま

親
子
で
カ
ー
サ
ー
ム
ー
チ
ー
作
り
を
楽

し
も
う

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

ａ
９
６
４
‥
３
２
６
３

□

　

時

中
杷
月

２３
日

（日
）

９
時

３０
分
～

１２
時

３０
分

寿
集
人
数

一
４０
召

（６
歳
以
上
）

参
加
費
用

一
一
人
あ
た
り

５００
円

場
　
　
所

中沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

申
込
期
間

中
１２
月

御
日
～

偲
日

，甲
込
ん
法

¨
直
接
電
話
で
申
し
込
ん
で

＜
だ
さ
い
。

※
定
員
Ｅ
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

「星
空
観
察
会
」
の
あ
知
ら
せ

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

全
９
６
４
ｆ
３
２
６
３

日
　
　
時

平̈
成

３０
年

１２
月

１５
日

（土
）

偲
時

３０
分
～

２‐
時

２５
分

雰
集
人
数

一
３０
掻

（家
族

・
個
人
）

参
加
費
用

一
一
人
あ
た
り

５００
円

場
　
　
所

一沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

中
込
期
間

一
１２
月
４
日
～

１１
日

申
込
方
法

一直
接
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
達
し
浚
第
締
め
切
り
ま
す
。

ihすo
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ありがとうございました

O

『適
職
発
見
フ
エ
ア
～
沖
縄
本
島
全
域

・

離
島
の
あ
仕
事
～

』

適
職
発
見
プ
ロ
プ

ェ
ク
ト
事
務
局

（運

営
企
業

【
（株
）
求
人
あ
き
な
わ
）

ａ
８
６
０
１
８
９
０
０

求
職
者
と
企
業
の
出
会
い
の
場
を
増
や
し
、

採
用
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
を
目
的
と
し
た

沖
縄
県
主
催
の
就
職
促
進
事
業
で
す
。

開
催
日
時

中平
成

３‐
年
１
月

１１
日

（金
）

偲
時

脩
分
～

７
時

（
杷
時

４５
分
よ
り

随
時
受
付
）

場
　
所

一
コ
ン
ベ
ソ
ン
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

会
議
棟

対
　
象

一
す
べ
て
の
求
職
者

（
一
般
求

職
者

・
平
成

割
年
３
月
卒
予
定
学
生
）

内
　
爽
Ｐ
参
加
企
業
す
べ
て
、
特
別
な

資
格
や
経
験
が
な
＜
て
も
応
募
で
き
る

正
社
員
求
人
企
業
。
応
募
前
の
職
場
見

学
も
可
能
。
希
望
者
全
員
に
プ
ロ
カ
メ

ラ
マ
ン
に
よ
る
履
歴
書
用
写
真
撮
影
サ

ー
ビ
ヌ
あ
り
。

専
属
キ
ャ
リ
ア

・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
活
用
説
甥
会
や
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
。

小
学
３
年
生
～
高
校
生
の
た
め
の
春
休

み
海
外
研
修
交
流
事
業

（公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

な
０
３
１
６
４
１
７
１
９
７
２
４

海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、

国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
す
。
参
加
者
は
、
ひ
と
り
で
参
加

す
る
方
や
、
初
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る

方
が
７
割
以
上
で
す
。
事
前
研
修
会
で

は
仲
間
作
り
つ
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で

安
お
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

研
修
困

一
イ
ギ
リ
ヌ

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア

・
カ
ナ
ダ

・
サ
イ
パ
ソ

・
ニ
ュ
ー
プ

ー
ラ
ン
ド

・
フ
ィ
リ
ピ
ン

・
カ
ツ
ボ
プ

ア内
　
炎
Ｐ
ホ
ー
ム
ヌ
テ
イ

・
英
語
研
修

・

文
化
交
流

・
地
域
見
学

・
聾
外
活
動
等

説
明
会

一全
国

４０
都
市
に
て
開
催

日
　
程

一
平
成

割
年
３
月

熟

（日
）
～

４
月
５
日

（金
）
の
６
～

相
日
間

対
　
象

中小
学
３
年
～
高
校
３
年

定

０昇

１０
～

２０
ｇ

締
　
切

一
平
成

割
年
２
月
１
日

（金
）

奮982‐ 9228

奮 982-9209 ′―

)

～読谷村育英会への寄付～

◆一般寄付として

株式会社Heatty様 喜筈458番地3

～地域福祉振興基金への寄付～

◆カプマヤー祝記念として

池原  清様
喜友岳キヨ様

矢l花 員幸様

字楚辺

字座喜味

字上地

～読谷村文化振興基金への寄付～

株式会社共立創建様―――――伊良皆686-3

～社会福祉協議会への寄付～

◆カプマヤー祝記念として

照屋 エミ様
◆否典返しとして

菖山 幸子様(故 :勝吉様)一 字大木
富里 政信様(故 :友子様)一―字喜名
比嘉  優様(故 :栄 1軍様)―――字高志保

エライ消防本部

救急出場及び火災
g救
鋤斃生l隼書女

▼救急出場件数 (平成30年 10月 中)

a958‐ 3141

44万円

a958‐ 2939

字座喜味 5万円

5万円

5万円

15万円

罵手納警票署

管肉におtする厨l臓拠認知件歎

▼ (平成30年 10月末現在)

項 目
平成30年 平成29年 増 減

(10月末) (10月末) (件数)

凶悪犯(殺人、強盗等〕 0 1
-4

粗暴犯(暴行、傷害等) 14 -2

窃盗犯 425 -30

20 22 -2

1 12 -11

21 14 7

53 77 -24

知能犯(詐欺、横領等) 14 8 6

風俗犯(強制わいせつ等) 0 1
-4

その他l器物損壊、住居侵入等| 29 0

全刑法犯(累計) 150 178 -28

～「子どもの安全」lよ士也域全体 (地域の目で)～

O深夜はいかいしている子どもへの声かけ

(〉陳 '見かけない不客者へ声かけ (あいさつ)

O大人の関心が「子ども見守り活動」につながります

O―しながらの見守り活動 (例 i買い物しながら、庭の手入れをしながら)
子どもの安全を守るために、みなさんの見守り活動のご協力をお願いし

ま丸

不審な人を見力Чすた場御よ、鶉       (a95∞ 110)まで通報下さい。

十万円

10万円

5万円

5万円

ゆ
ちゅらさん運動

推進中 !

肛l肛遮[強

靱砂勇港とみえ乱
読谷村からのあ畑5せ
毎週 月～金躍日
9i55^シ 10:00
13:55～ 1900

FMよみたんで、嘉手納警察署の
広報番組を放送中 !

毎週水曜日14時～
「安心安全ゆいラジオ pan 2」
パーソナリティ :嘉手納警察署職員

▼10月 火災発生件数   2件
▼40月 一般救助発生件数 0件
▼10月 風水害発生件数  4件

沖縄県最低賃金は、平成30年 10月 3日

から『 762「咽』 となりました。

沖縄県内で働<全ての労働者及び使用者に

適用されます。

「使用者も 労働者も
チエツクしな<ちゃ。
最低賃金」

)ヽ

種別
読谷村 嘉手納町北谷町

火  災 0 0 0

自然災害 0 0 0

水  難 0 0 4

交  通 6 4 7

労  災 4 0 0

運動競技 3 1 0

一般負傷 25 4

加  害 0 0 4

自損行為 1 0 0

急  病 +28 29 78

転  院 2 1 3

その他 0 0 0

不搬送 25 40

月  計 486 49 127

平成30年累計 1768 663 1435



枷
跨
華
藩
お

ｚ騨【拙
工Ю

課
　
ぺ却
＼
珊
ヴ
茸
騨
舗
膨
回
犀
淋
鞘

●

赳
｛亀

叫
郡
螂
鰐
繋
蜘
昇Ｎｏｏぶ怒
　
●
耐
渤

ユ
Ш
誤
輔

剤
型
耐
詢
Ｓ

団
叫
心
石
呻
博
謝
ク
岡
奪

召
型
＼
型
遥
講
Ц
ミ
く
百
Ч
Ｉ
マ
Ш
く

鵡
η
（〇
〇
∞
）
０
０
∞
！ω
ヽ
Ｏ
ω

(■ IJVデ▼タト ′`′ITI′ヽい■1プ

人 口 :41,428(-1)
男 :20,493(+1)
女 :20,935(-2)
※9月号より人日に外国人登録者数も

含めています。

出生 〔34〕  転入 〔103〕
死亡 〔20〕  転出 〔133〕
世帯 :16,297 (-5)
外国人登録者数

人口 :654 世帯 :479
( )内 は前月比

飛 鳳

0 抗谷村は

飛びユたんとする ダ琺

風わたる凸と川I

花尭で飾る珊Jど月の4

とヽらの十共部は

人隼い立刀棄生む黄参素

魂禍未り′★廷え

未永く千オロと丈化有もヽ

読谷村公式ホームページ

http:〃www vi‖ yomitan okinawa lp/

残′文T

艶

フ ン シ

ゆたさある 瓜ホ
優る螂

改き誇る丈化ど

懇い今ち
花

射朔給

:し鶴 州

Ⅷ


